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●
近
代
熊
本
の
学
僧
、
佐
田
介
石
を
た
ず
ね
て
（
結
び
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
田
介
石
略
年
譜

梅
林　

誠
爾

佐
田
介
石
に
出
会
っ
て
か
ら
、四
、五
年
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
『
文

彩
』
二
号
、
三
号
に
、
短
文
「
佐
田
介
石
を
た
ず
ね
て
」
を
載
せ
て

い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、
一
応
の
結
び
と
し
て
、
佐
田
介
石
の
人
と

な
り
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
仁に

藤と
う
ま
さ
ひ
ろ

巨
寛
著
『
等
象
斎
介
石
上
人
略

伝
』（
耕
文
社
、明
治
十
六
年
四
月
九
日
出
版
）
や
浅
野
研
眞
著
『
明

治
初
年
の
愛
国
僧　

佐
田
介
石
』（
東
方
書
院
、
昭
和
九
年
）
な
ど
、

先
人
の
介
石
略
伝
を
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。

仁
藤
巨
寛
は
、
介
石
の
弟
子
で
、
長
野
新
潟
縣
下
の
介
石
最
晩

年
の
遊
説
に
つ
き
従
い
、
旅
先
で
の
師
の
入
寂
（
明
治
十
五
年

［
一
八
八
二
］、
十
二
月
）
を
看
取
っ
て
い
る
。『
明
教
新
誌
』（
明
治

十
六
年
三
月
六
日
、
八
日
、

十
二
日
号
）
に
、「
等
象
斎

佐
田
介
石
上
人
略
伝
」
を

寄
稿
し
、
補
充
訂
正
し
て

『
等
象
斎
介
石
上
人
略
伝
』

を
著
し
て
い
る
。上
の
写
真
は
、『
略
伝
』扉
絵
の
介
石
像
で
あ
る
。「
国

の
た
め
、
法
の
た
め
と
て
、
身
の
か
き
り
、
つ
く
し
て
は
て
ん
、
た

ほ
れ
ふ
す
ま
で
」
と
は
、
介
石
の
述
懐
の
句
で
あ
る
。（『
略
伝
』
及

び
介
石
の
明
治
時
代
の
著
作
の
多
く
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。）

文
政
元
［
一
八
一
八
］
年
、
八
代
郡
種
山
村
浄
立
寺
に
生
れ
る

『
略
伝
』
は
、「
文
政
五
壬
午
歳　
又
文
政
元
年
戊
寅
に
生
る
と
も
云
ふ　

肥
後
国
八

代
郡
鹿
島
邑　
種
山
邨
と
も
云
ふ　

に
生
る
。
姓
は
廣
瀬　
即
真
宗
派
浄
立
寺
也　

父

は
慈
博
、
母
は
佐
伯
氏
な
り
。
師
、
諱
は
介
石
、
断
識
と
号
す
。
壮

歳
の
後
、
同
国
飽
田
郡
小
島
町
佐
田
氏　
即
真
宗
派
正
泉
寺
也　

に
養
は
る
ゝ

に
よ
り
て
其
姓
を
冒
す
。」
と
言
う
。

介
石
誕
生
の
年
は
、
割
注
（
割
注
は
、
引
用
で
は
小
文
字
で
表
記

し
た
）
が
正
し
く
、
文
政
元
年
［
一
八
一
八
］
で
あ
ろ
う
。
浅
野
研

眞
は
、
明
治
七
年
［
一
八
七
三
］
の
建
白
書
奥
書
に
「
齢　

五
十
七

歳
」
と
介
石
の
自
署
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
元
年
説
を
採
っ
て
い

る
。
実
際
、
筑
摩
書
房
刊
『
明
治
建
白
書
集
成
』
第
三
巻
、
第
四
巻

に
収
録
さ
れ
た
介
石
の
複
数
の
建
白
書
を
見
る
と
、
明
治
七
年
の
建

白
書
に
は
「
齢　

五
十
七
歳
」、
明
治
八
年
の
建
白
書
に
は
「
齢　

五
十
八
歳
」
と
あ
る
。

誕
生
地
も
、
割
注
が
正
確
で
あ
り
、「
熊
本
県
肥
後
国
八
代
郡
種

山
村
［
現
八
代
市
］
真
宗
本
願
寺
派
浄
立
寺
」
に
生
ま
れ
て
い
る
。

鹿児島大学図書館所蔵
『略伝』より
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た
だ
し
、
浄
立
寺
は
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
焼
失
し
、
明
治

十
二
年
に
八
代
郡
鹿
島
村
（
現
在
、
氷
川
町
鹿
島
）
に
移
転
・
再
建

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

介
石
の
父
は
浄
立
寺
住
職
廣
志
慈
博
、
母
は
佐
伯
氏
出
身
の
マ
チ

で
あ
る
と
氷
川
町
鹿
島
の
浄
立
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
介
石
は
、

後
に
飽
田
郡
小
嶋
町
（
現
熊
本
市
小
島
中
町
）
正
泉
寺
の
佐
田
氏
に

迎
え
ら
れ
、
佐
田
薫
を
妻
と
し
た
。
ま
た
、
浅
野
研
眞
に
よ
れ
ば
、

幼
名
を
観
霊
と
い
い
、
等
象
斎
と
号
し
て
も
い
る
。

少
年
時
代
（
一
八
歳
頃
ま
で
、
一
八
一
八
～
一
八
三
六
頃
）、

漢
籍
を
学
ぶ

介
石
は
「
七
歳
の
頃
よ
り
同
邑
の
儒
士
何
某
の
許
に
至
り
五
経
の

学
を
受
」
け
、「
神
童
」
と
呼
ば
れ
る
優
れ
た
少
年
で
あ
っ
た
と
、

『
略
伝
』
は
言
う
。
さ
ら
に
、「
十
三
の
時
よ
り
同
邑
の
深
山
に
独
り

自
ら
草
廬
を
構
ひ
、
昼
夜
孜
々
と
し
て
経
義
を
精
究
す
。
…
山
居
す

る
こ
と
凡
そ
六
年
に
し
て
已
に
儒
宗
の
学
を
尽
せ
り
」
と
伝
え
て
い

る
。
中
学
、
高
校
の
年
齢
の
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
介
石
は
、

独
り
山
に
籠
っ
て
四
書
五
経
な
ど
儒
教
の
正
典
と
格
闘
し
、
多
く
を

学
び
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
介
石
は
、後
（
文
久
元
年
［
一
八
六
一
年
］）

に
助
辞
に
関
す
る
長
大
な
論
考
『
助
字
檃
』（
吉
川
幸
次
郎
他
編
『
漢

語
文
典
叢
書
』
第
二
巻
、
一
九
七
九
所
収
）
を
著
し
、
ま
た
西
洋
天

文
学
に
対
し
て
、
仏
教
の
須
弥
山
説
と
と
も
に
、
中
国
上
古
の
蓋
天

説
を
強
く
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
。「
儒
宗
の
学
を
尽
せ
り
」
と
い

う
の
は
、
た
だ
の
ほ
め
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
年
時
代
の
中
国

古
典
の
知
識
が
、
介
石
の
思
想
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。青

年
時
代
（
十
八
～
三
〇
歳
前
、
一
八
三
六
～
四
八
年
頃
）、

仏
教
学
を
本
願
寺
大
学
林
に
学
ぶ

十
八
歳
か
ら
二
十
歳
代
、
介
石
は
、
故
郷
を
出
、
主
に
京
都
に
お

い
て
、「
悉
曇
の
学
」
す
な
わ
ち
仏
教
学
を
修
め
る
。「
十
八
歳
の
時

…
善
友
良
師
を
各
県
下
に
求
め
、
…
後
京
都
に
遊
学
し
…
法
雲
、
…

南
渓
の
両
師
に
本
願
寺
の
大
学
林
に
見ま
み

ゆ
。
師
…
倶
舎
・
婆
娑
・
唯

識
・
成
実
・
因
明
等
悉し
っ
た
ん曇
の
学
を
…
解
了
、
…
蘊
奥
を
極
む
…
」
と
、

『
略
伝
』
は
伝
え
る
。
ま
た
、「
…
師
の
母
…
自
ら
衣
資
を
減
し
、
飲

食
を
節
に
し
、
金
五
百
両
を
贈
り
…
学
資
に
充
つ
…
。」
と
、
母
の

子
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
て
も
い
る
。

井
上
哲
雄
著
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』（
一
九
七
九
）
に
よ
れ
ば
、

法
雲（
一
七
九
一
―
一
八
四
七
）、南
渓（
一
七
九
〇
―
一
八
七
三
）は
、

本
願
寺
の
「
筑
前
派
」
の
学
僧
で
あ
る
。
と
り
わ
け
南
渓
は
、
幕
末

維
新
期
、
神
道
や
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
圧
力
を
強
く
感
じ
、
神
道
に

対
し
て
は
『
神
仏
水
波
弁
』
を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
は
『
闢
邪

弁
』『
杞
憂
小
言
』
な
ど
の
排
耶
書
を
著
し
、
幕
末
の
護
法
論
者
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
介
石
は
、
師
南
渓
か
ら
仏
教
学
と
と
も
に
護
法
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思
想
を
学
び
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、『
略
伝
』
に
は
、「
師
東
山
臨
済
宗
東
福
南
禅
の
両
寺

に
留
錫
す
る
こ
と
十
有
余
年
。」
と
あ
る
。
介
石
は
、
若
い
時
か

ら
、
自
宗
（
浄
土
真
宗
）
の
学

だ
け
で
な
く
、
仏
教
学
全
般
、

ま
た
外
学
（
暦
学
、
国
学
、
儒

学
、
破
邪
学
な
ど
）
へ
の
広
い

関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
紅
葉
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
東

福
寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
の
塔
頭
の
一
つ
、
霊
雲
院
は
、

か
つ
て
は
学
僧
た
ち
の
道
場
だ

っ
た
と
言
う
。
し
か
も
、
熊
本

と
の
縁
が
浅
く
な
い
。
霊
雲
院
の
書
院
か
ら
眺
め
る
枯
山
水
の
庭
の

中
央
に
は
、須
弥
山
を
象
っ
た
石
造
り
が
配
し
て
あ
る
。
こ
の
石
は
、

細
川
家
重
臣
の
角
田（
松
井
）家
の
出
で
あ
る
湘
雪
守
沅（
一
五
八
八

～
一
六
六
八
）
が
第
七
代
住
職
と
な
っ
た
際
に
、
細
川
家
か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
だ
と
言
う
。
そ
う
し
た
言
い
伝
え
を
聞
く
と
、
介
石
が
仏

教
の
天
地
像
を
模
し
た
霊
雲
院
の
庭
（
写
真
参
照
・
筆
者
撮
影
）
を

眺
め
な
が
ら
、
修
行
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
想
像

さ
れ
て
く
る
。

仏
教
天
文
学
を
学
び
、
視
実
両
象
の
理
を
発
明
（
三
十
～
四
十

歳
頃
、
一
八
五
〇
～
六
〇
年
頃
）

か
つ
て
、
須
弥
山
を
世
界
の
中
心
に
据
え
る
天
地
像
は
、
仏
教
の

信
仰
と
深
く
繋
が
っ
て
い
て
、
西
洋
の
地
動
説
や
地
球
説
は
そ
の
信

仰
世
界
を
危
う
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
西
洋
近
代
天
文
学
が

普
及
し
始
め
る
十
九
世
紀
初
頭
、
普
門
律
師
円
通
（
一
七
五
四
―

一
八
三
四
）
は
、仏
教
の
信
仰
世
界
を
擁
護
す
る
た
め
に
、大
著
『
佛

国
暦
象
編
』（
文
化
七
年
［
一
八
一
〇
］）
を
著
し
、
仏
教
天
文
学
を

創
設
し
て
い
る
。

介
石
が
円
通
の
佛
教
天
文
学
に
出
会
う
の
は
、
一
八
五
〇
年
頃
、

三
十
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
く
る
こ
の
頃
、
天
文
学

を
含
む
西
洋
近
代
科
学
は
民
衆
的
啓
蒙
の
時
代
を
迎
え
、
人
々
の

間
に
広
ま
り
、
仏
教
の
信
仰
世
界
は
い
よ
い
よ
危
う
く
な
っ
て
く

る
。『
略
伝
』
は
、「
師
三
十
歳
の
頃
西
洋
の
地
動
説
稍や
や

世
間
に
行

は
れ
、
吾
佛
の
須
弥
説
を
疑
ふ
も
の
諸
方
に
競
ひ
起
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
介
石
は
、
円
通
の
高
弟
、
環
中
禅
師
が
天
竜
寺
に
お
い

て
、「
佛
暦
の
天
文
を
主
張
し
、
西
暦
の
地
動
を
駁
激
せ
ら
る
を
聞

き
」、
環
中
の
許
で
仏
教
天
文
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。「
沈
思
黙
考

す
る
こ
と
十
有
余
年
」、
介
石
は
、
つ
い
に
西
洋
天
文
学
に
対
抗
す

る
「
視
実
両
象
の
理
」
を
発
明
し
、「
佛
教
天
文
器
視
実
等
象
儀
を

製
造
す
。
…
今
を
去
る
こ
と
二
十
有
余
年
な
り
［
安
政
五
年
、
六
年

［
一
八
五
八
、九
］
頃
か
］」
と
い
う
。
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『
略
伝
』
は
、「
視
実
等
象
儀
」
が
文
久
二
年
［
一
八
六
二
］
の
京

都
の
騒
乱
で
灰
燼
に
帰
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、介
石
が
、

安
政
二
年
［
一
八
五
五
年
］
に
は
天
文
器
制
作
を
思
い
立
ち
、
安
政

五
年
ま
た
は
六
年［
一
八
五
八
、九
年
］に
完
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
、

『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史　

史
料
編
第
二
巻
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
『
学
林
万
検
』（
江
戸
時
代
の
本
願
寺
学
林
の
実
務
担
当
者
の
日

録
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
に
は
、
安
政
二
年
二
月
学
林

の
所
化
（
学
生
）
で
あ
っ
た
観
霊
（
介
石
の
幼
名
）
が
天
文
器
制
作

を
学
林
に
願
い
出
た
こ
と
を
示
す
記
録
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
の
安
政

六
年
二
月
、
江
戸
出
府
の
途
中
伏
見
に
居
た
肥
後
藩
主
の
宿
に
、
介

石
が
視
実
等
象
儀
を
持
参
し
た
と
い
う
記
録
、
ま
た
同
年
三
月
廿
二

日
、「
介
石
数
年
精
心
研
候
品
」
の
視
実
等
象
儀
を
西
本
願
寺
宗
主

の
見
覧
に
供
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

介
石
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

に
、
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
天
文
地
理

書
『
鎚
地
球
説
略
』
を
著
し
、「
視
実

両
象
の
理
」
を
始
め
と
す
る
介
石
の

天
文
地
理
説
を
主
張
し
、
さ
ら
に
は

「
視
実
等
象
儀
」
の
挿
絵
を
載
せ
て
い
る
。
安
政
の
「
視
実
等
象
儀
」

は
、
こ
の
挿
絵
（
写
真
参
照
）
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

推
測
さ
れ
る
。

『
鎚
地
球
説
略
』
は
『
地
球
説
略
』
批
判
で
あ
る
。『
地
球
説
略
』

は
、
中
国
在
住
の
米
国
人
牧
師
Ｒ
．Ｑ
．ウ
ェ
イ
に
よ
り
、
中
国
で

一
八
五
六
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
地
球
説
、
地
動
説
と
と
も
に
、

世
界
の
人
文
・
自
然
を
挿
絵
付
き
で
説
明
し
た
漢
文
啓
蒙
書
で
、
訓

点
や
訳
解
を
施
さ
れ
て
日
本
で
広
く
読
ま
れ
た
。
介
石
は
さ
ら
に
、

中
国
在
住
の
英
国
人
宣
教
医
Ｂ
．ホ
ブ
ソ
ン
の
漢
文
科
学
啓
蒙
書『
博

物
新
編
』（
一
八
五
五
）
も
批
判
し
て
い
る
。
介
石
が
直
接
批
判
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
福
沢
諭
吉
も
、
科
学
啓
蒙
書
『
訓
蒙
究

理
図
解
』（
慶
応
四
年
［
一
八
六
八
］）
な
ど
を
出
し
て
い
る
。
介
石

が
批
判
し
論
争
し
て
い
る
相
手
は
、
西
洋
近
代
の
専
門
科
学
書
と
い

う
よ
り
も
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
人
々
の
生
活
に
直
接

強
い
影
響
を
与
え
始
め
た
漢
文
や
和
文
の
科
学
啓
蒙
書
で
あ
り
、
啓

蒙
の
科
学
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
と
し
て
の
西
洋
天
文
学

で
あ
る
。
介
石
に
と
っ
て
は
、
科
学
啓
蒙
書
が
も
た
ら
す
人
々
の
生

活
世
界
の
変
化
が
問
題
で
あ
っ
た
。

幕
末
政
治
へ
の
関
与
（
四
十
代
半
ば
、
一
八
六
三
、
四
年
）

谷
川
穣
「
周
旋
・
建
白
・
転
宗
―
佐
田
介
石
の
政
治
行
動
と
『
近

代
佛
教
』
―
」（『
明
治
維
新
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
五
年
）

が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
介
石
は
、
激
し
く
揺
れ
動
く
幕
末

の
政
治
に
関
わ
っ
て
い
る
。
文
久
三
年
［
一
八
六
三
］
八
月
十
八
日

の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
、
長
州
と
尊
攘
派
公
卿
が
京
都
政
界
か
ら
排

除
さ
れ
、
松
平
春
嶽
、
一
橋
慶
喜
、
松
平
容
保
、
島
津
久
光
、
伊
達
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宗
城
ら
公
武
合
体
派
が
参
与
会
議
を
構
成
し
、
長
州
処
分
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
る
。
幕
府
と
長
州
と
の
緊
張
は
厳
し
さ
を
増
し
つ

つ
、
元
治
元
年
［
一
八
六
四
］
七
月
十
九
日
の
禁
門
の
変
へ
と
進
ん

で
い
く
。

緊
迫
し
た
状
況
の
中
、
介
石
は
、
文
久
三
年
［
一
八
六
三
］
十
二

月
、
一
橋
慶
喜
、
松
平
春
嶽
に
建
白
し
、「
た
と
へ
差
免
な
さ
れ
難

き
重
罪
こ
れ
有
り
候
と
も
何
卒
御
格
別
の
御
憐
愍
の
御
沙
汰
あ
ら
せ

ら
れ
た
し
」
と
、
長
州
藩
へ
の
寛
大
な
処
置
に
よ
る
戦
乱
の
回
避
を

申
し
出
て
い
る
（『
改
定
肥
後
藩
国
事
史
料
』
巻
四
）。
ま
た
、『
略
伝
』

に
よ
れ
ば
、
介
石
は
、
武
力
を
使
わ
ず
に
長
州
藩
を
幕
府
に
帰
順
さ

せ
る
方
策
を
、
松
平
容
保
に
、「
…
西
京
興
正
寺
は
毛
利
家
と
別
懇

…
、
幕
府
の
命
令
を
以
て
興
門
跡
を
し
て
之
が
軍
代
た
ら
し
め
、
…

介
石
自
ら
之
が
副
使
と
し
て
…
周
旋
し
長
藩
を
し
て
幕
府
に
謝
罪
せ

し
め
、
干
戈
…
な
く
し
て
平
治
に
帰
せ
し
む
る
の
策
略
を
め
ぐ
ら
さ

ん
と
欲
す
る
」
と
進
言
し
た
と
言
う
。
さ
ら
に
、『
改
定
肥
後
藩
国

事
史
料
』巻
四
は
、宇
和
島
藩
伊
達
家
家
記「
鶴
鳴
余
韻
」か
ら
、「（
元

治
元
年
）
三
月
十
三
日
僧
介
石
伊
達
宗
城
に
謁
し
て
興
正
寺
門
跡
を

し
て
長
州
説
得
使
た
ら
し
め
ら
れ
た
き
旨
を
進
言
」
し
た
と
き
の
記

録
を
収
め
て
い
る
。
伊
達
宗
城
は
介
石
の
提
案
を
可
と
し
、
近
衛
忠

煕
と
相
談
し
、
島
津
久
光
の
同
意
も
得
て
、
こ
の
長
州
説
得
案
を
長

岡
良
之
助
（
細
川
藩
主
斉
護
の
六
男
、
長
岡
護
美
）
を
介
し
て
一
橋

慶
喜
に
伝
え
、
同
意
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
説
得
使
に
立
て
ら
れ

た
当
の
興
門
跡
す
な
わ
ち
興
正
寺
摂
信
が
、
説
得
に
自
信
を
失
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
介
石
の
提
案
は
実
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

一
学
僧
に
過
ぎ
な
い
介
石
が
、
な
ぜ
幕
末
政
治
に
関
与
す
る
と
い

う
大
胆
な
行
動
に
出
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
可
能
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
介
石
に
は
強
い
信
念
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
信
念
は
、
上
記
建
白
に
、「
当
時
者
外
夷
を
敵
と
い

た
し
攘
夷
の
御
模
様
も
有
之
候
へ
は
、
取
分
御
富
国
の
御
策
も
可
被

為
在
折
柄
［
あ
ら
せ
ら
る
べ
き
お
り
が
ら
］、
内
輪
喧
嘩
ニ
楽
屋
ニ
声
枯
し
、

却
而
［
か
え
っ
て
］
夷
狄
の
術
中
ニ
落
入
可
申
故
［
お
ち
い
り
も
う
す
べ
き
ゆ
え
］、

格
別
之
権
道
の
御
処
置
被
為
在
度
事
［
あ
ら
せ
ら
れ
た
き
こ
と
］
能
々
肝
要

か
と
奉
存
候
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
今
の
課
題
で
あ
る

攘
夷
を
果
た
す
上
で
、
と
り
わ
け
大
切
な
こ
と
は
富
国
で
あ
っ
て
、

内
輪
喧
嘩
ま
し
て
や
武
力
に
よ
る
喧
嘩
は
、
国
を
荒
廃
さ
せ
西
洋
列

強
を
利
す
る
だ
け
だ
か
ら
、
是
非
と
も
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
、
い
わ
ば
富
国
攘
夷
論
の
信
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
鶴
鳴
余
韻
」

は
、
介
石
を
「
西
本
願
寺
の
学
頭
介
石
」
と
言
い
、「
長
州
と
本
願

寺
と
は
輝
元
顕
如
の
時
代
よ
り
の
関
係
」
を
強
調
す
る
介
石
の
言
葉

を
記
し
て
い
る
。
谷
川
穣
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、介
石
の
行
動
に
は
、

長
州
と
関
係
が
深
い
本
願
寺
や
興
正
寺
の
意
思
が
働
い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、「
鶴
鳴
余
韻
」
に
あ
る
よ
う
に
、
細
川
家
の
長
岡

護
美
が
介
石
の
行
動
を
支
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。介
石
入
寂
後
、

明
治
十
八
年
［
一
八
八
五
］、「
佐
田
介
石
上
人
碑
」
が
浅
草
寺
内
に
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建
立
さ
れ
る
が
、
碑
に
は
長
岡
護
美
の
名
が
、
久
邇
宮
、
三
条
公
、

福
田
行
誡
、
中
村
正
直
、
そ
の
他
数
百
の
人
々
の
名
と
と
も
に
並
ん

で
い
る
。

廃
仏
毀
釈
へ
の
対
応（
五
十
三
歳
頃
、明
治
三
年［
一
八
七
〇
］頃
）

介
石
は
、
西
本
願
寺
の
僧
侶
と
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
既
に

幕
末
に
平
田
神
道
か
ら
の
仏
教
批
判
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
維
新
政

府
が
「
王
政
復
古
の
沙
汰
書
」
に
お
い
て
、「
諸
事
神
武
創
業
之
始

ニ
原
キ
」
と
神
道
主
義
を
政
の
基
本
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
に
及

び
、
仏
教
界
は
、
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
、
神
道
さ
ら
に
は
キ
リ

ス
ト
教
に
対
し
て
、
護
法
運
動
を
強
め
て
い
く
。

維
新
政
府
が
、
明
治
元
年
に
一
連
の
神
仏
分
離
令
を
出
す
と
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
、
各
地
で
神
社
の
仏
教
的
物
件
が
破
壊
さ
れ
、
廃
寺
・

合
寺
に
よ
る
寺
院
の
強
制
的
削
減
が
進
め
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
廃
仏

毀
釈
で
あ
る
。
例
え
ば
富
山
藩
で
は
、
明
治
三
年
十
月
、
一
派
一
寺

の
合
寺
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
文
献
に
よ
り
数
が
異
な
る
が
、
本
願

寺
史
料
研
究
所
編
『
本
願
寺
史
』
第
三
巻
（
一
九
六
九
）
に
よ
れ
ば
、

藩
内
の
千
六
百
三
十
余
寺
を
各
宗
派
一
ヶ
寺
［
合
計
八
ヶ
寺
］
に
せ

よ
と
い
う
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
西
本
願
寺
は
、
明
治
三

年
末
佐
田
介
石
を
派
遣
し
て
藩
と
の
交
渉
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。
介

石
は
、
こ
の
よ
う
に
西
本
願
寺
の
僧
と
し
て
廃
仏
毀
釈
に
対
応
し
、

ま
た
彼
自
身
に
お
い
て
も
、「
諸
宗
寺
院
連
名
建
白
」（『
世
益
新
聞
』

第
二
号
付
録
、第
六
号
、明
治
八
年
、九
年
［
一
八
七
五
、六
］）
や
「
僧

家
須
知
論
一
名
須
弥
須
知
論
」（『
世
益
新
聞
』
第
七
号
付
録
、
明
治

九
年
）
な
ど
で
、
護
法
を
論
じ
て
い
る
。

維
新
政
府
へ
の
建
白
（
五
十
六
～
八
歳
、
明
治
六
年
～
八
年

［
一
八
七
三
―
五
］）

介
石
は
、
明
治
三
年
に
は
東
京
に
居
を
移
し
て
、
維
新
政
府
に
数

多
く
の
建
白
を
行
う
よ
う
に
な
る
。『
略
伝
』
は
、「
師
…
天
朝
并
に

幕
府
に
建
言
す
る
こ
と
三
十
有
余
度
、
…
幕
府
大
政
を
返
上
し
て
皇

政
に
復
せ
し
已
来
、
建
白
す
る
こ
と
も
亦
三
十
有
余
度
」
と
言
う
。

左
院
宛
の
介
石
の
建
白
の
う
ち
、『
明
治
建
白
書
集
成
』
に
は
、
建

白
「
富
国
議
」
明
治
六
年
一
月
、「
建
白
［
清
国
不
可
討
之
議
］」
明

治
七
年
九
月
、「
建
白
［
二
十
三
題
の
議
・
桑
茶
論
］」
同
九
月
、「
建

白
［
地
動
説
疑
問
の
議
・
附
『
星
学
疑
問
』］」
同
十
二
月
、「
耶
蘇

建
白
」
明
治
八
年
一
月
、「
建
白
［
聖
徳
太
子
追
賞
ノ
議
］」
同
年
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

介
石
は
、
先
の
一
橋
慶
喜
、
松
平
春
嶽
へ
の
建
白
に
お
い
て
、
攘

夷
を
果
た
す
に
は
富
国
こ
そ
肝
要
だ
と
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
富

国
論
が
、
維
新
政
府
へ
の
建
白
・
建
言
（
中
で
も
「
建
白
［
二
十
三

題
の
議
・
桑
茶
論
］」）
に
お
い
て
さ
ら
に
発
展
・
展
開
さ
れ
て
い
く
。

富
国
論
の
展
開
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
維
新
以
前
の
建
白
と
維
新

政
府
へ
の
建
白
は
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
維
新
以
前
の
天
朝
・
幕
府
へ
の
建
白
は
西
本
願
寺
や
細

川
藩
と
い
っ
た
有
力
な
支
え
が
あ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
が
、
維
新
政

府
へ
の
建
白
は
そ
う
し
た
支
え
を
必
要
と
し
な
い
点
で
性
格
が
異
な

る
。
な
る
ほ
ど
、
建
白
は
、
下
々
が
上
申
す
る
一
方
行
の
も
の
で
あ

る
か
ら
、
近
代
の
相
互
的
な
言
論
と
比
べ
て
不
完
全
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
維
新
政
府
へ
の
建
白
は
、
半
ば
近
代
の
言
論
媒
体
の
一
つ
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
維
新
政
府
は
、「
王
政
復
古
の
沙
汰
書
」

に
お
い
て
、「
旧
弊
御
一
洗
ニ
付
き
、
言
語
之
道
洞
開
せ
ら
れ
候
間
、

見
込
之
れ
有
る
向
ハ
、貴
賎
に
拘
わ
ら
ず
忌
憚
無
く
建
言
致
す
可
し
」

と
、「
建
白
・
建
言
」
と
い
う
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
の
言
論
を
、
伝

統
を
破
っ
て
貴
賤
の
別
な
く
国
民
に
広
く
奨
励
し
て
い
る
。そ
し
て
、

『
明
治
建
白
書
集
成
』
全
九
巻
に
収
め
ら
れ
た
膨
大
な
量
の
建
白
書

が
物
語
る
よ
う
に
、
多
く
の
国
民
が
、
開
化
主
義
者
も
介
石
の
よ
う

な
伝
統
主
義
者
も
、そ
れ
こ
そ
「
貴
賎
に
拘
わ
ら
ず
忌
憚
無
く
」
様
々

な
テ
ー
マ
で
大
論
争
を
繰
り
広
げ
、
新
政
府
も
（
少
な
く
と
も
明
治

七
年
ま
で
は
）真
剣
に
対
応
し
た
。
ま
た
こ
の
建
白
は
、新
聞
、雑
誌
、

演
説
、
さ
ら
に
は
国
会
開
設
と
い
っ
た
近
代
的
な
言
論
の
場
に
繋
が

っ
て
い
く
。
板
垣
退
助
ら
の
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
」（
明
治
七

年
一
月
十
七
日
左
院
提
出
）
は
、
早
く
も
そ
の
翌
日
の
新
聞
『
日
新

真
事
誌
』明
治
七
年
一
月
十
八
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
介
石
も
、

建
白
書
の
い
く
つ
か
を
自
ら
が
編
集
・
執
筆
し
て
い
る
雑
誌
『
世
益

新
聞
』
に
載
せ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
建
白
は
、
国
会
開
設
ま
で
の

過
渡
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
日
本
に
近
代
の
言
論
社

会
を
切
り
開
い
て
行
っ
た
重
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
主
張
は
伝
統
重
視
で
あ
っ
て
も
、
介
石
は
近
代
の
言
論
社
会
の

最
初
期
の
一
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

富
国
論

介
石
は
、
そ
の
富
国
論
（
社
会
経
済
説
）
を
、「
建
白
［
二
十
三

題
の
議
］」
や
経
済
学
の
主
著
『
栽
培
経
済
論
初
篇
』『
同
後
篇
』
明

治
十
一
年
、
十
二
年
［
一
八
七
八
、九
］
に
お
い
て
、
ま
た
舶
来

品
排
斥
を
訴
え
た
「
ラ
ン
プ
亡
国
の
戒
め
」（『
明
教
新
誌
』
明
治

十
三
年
［
一
八
八
〇
］）、
フ
ル
ベ
ッ
キ
氏
企
画
の
懸
賞
応
募
論
文

（
明
治
十
年
［
一
八
七
七
］、『
點
取
交
通
論
』
と
し
て
明
治
十
六
年

［
一
八
八
三
］
に
死
後
出
版
）、
雑
誌
『
栽
培
経
済
問
答
新
誌
』（
明

治
十
四
年
～
五
年
）
な
ど
、
多
数
の
著
作
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

明
治
七
年
の
「
建
白
［
二
十
三
題
ノ
議
］」
は
、
政
府
の
近
代
化

策
に
対
し
て
全
国
に
頻
発
し
た
農
民
の
激
し
い
抵
抗
に
触
れ
、「
戊

辰
以
来
諸
縣
の
暴
動
殆
大
小
百
ヶ
処
…
。
…
ソ
ノ
責
メ
廟
堂
ニ
受
ケ

玉
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。民
ノ
怨
ム
ル
怒
レ
ル
果
シ
テ
ソ
ノ
本
ア
リ
」

と
、
民
衆
の
怒
り
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
り
、
維
新
政
府
が
そ
の
責

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
介
石
富

国
論
は
、
明
治
初
年
急
激
な
近
代
化
が
民
衆
に
も
た
ら
し
た
様
々
な

困
難
と
真
剣
に
向
き
合
お
う
と
し
て
い
る
点
に
、
特
徴
の
一
つ
が
あ
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る
。
明
六
社
創
立
者
の
一
人
で
キ
リ
ス
ト
者
で
も
あ
っ
た
中
村
正
直

も
、
経
を
誦
え
た
り
仏
を
念
じ
た
り
せ
ず
、
外
国
貿
易
に
よ
っ
て
窮

乏
に
陥
っ
た
民
衆
を
い
か
に
し
て
救
う
か
を
説
く
介
石
こ
そ
「
真
ノ

佛
者
也
」
と
、
厚
い
共
感
を
寄
せ
て
い
る
（『
點
取
交
通
論
』
の
中

村
正
直
の
「
序
」）。

次
に
、「
建
白
［
二
十
三
題
ノ
議
］」
は
、「
国
ヲ
富
ス
ノ
道
ハ
、

消
費
ノ
法
ヲ
広
ク
ス
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
。
…
消
費
ノ
道
ヲ
広
ク
ス
レ

ハ
、制
作
ノ
道
モ
亦
随
テ
広
ク
通
ス
」
と
い
う
富
国
の
原
則
を
述
べ
、

民
衆
の
困
難
の
打
開
策
と
し
て
消
費
を
軸
に
す
え
た
経
済
関
係
の
構

築
を
主
張
す
る
。
明
治
初
年
、
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
移
行
に
際
し

て
、
生
産
と
消
費
と
の
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
、
経
済

社
会
の
最
も
基
本
的
な
問
題
と
し
て
問
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
福
沢
諭
吉
は
、『
文
明
論
之
概
略
』（
明
治
八
年
）
な
ど
に
お
い

て
、
生
産
と
消
費
の
関
係
を
経
済
の
基
本
問
題
と
し
て
論
じ
、
生
産

者
と
消
費
者
を
と
も
に
重
視
す
る
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
徳

富
蘇
峰
の
『
将
来
之
日
本
』（
明
治
十
九
年
）
は
、
生
産
主
義
の
社

会
を
「
将
来
之
日
本
」
の
目
標
と
し
て
立
て
て
い
る
。
介
石
は
、
生

産
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
消
費
を
経
済
の
先
導
と
し
て
重

視
す
る
。
例
え
ば
豪
商
や
華
士
族
に
は
、
そ
の
財
貨
を
資
本
と
し
て

蓄
積
す
る
こ
と
よ
り
も
、
消
費
に
回
し
、
農
民
庶
民
の
間
に
還
流
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

介
石
富
国
論
の
特
徴
と
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
舶
来
品
排
斥
の
主

張
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
退
け
、
日
本
一
国

の
ロ
ー
カ
ル
経
済
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
介
石
が
自
身
の
経

済
論
を
「
栽
培
経
済
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

農
業
を
モ
デ
ル
と
し
、
自
然
を
育
て
人
を
育
て
る
経
済
を
主
張
し
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

介
石
の
富
国
論
は
、
そ
の
天
文
地
理
説
と
同
様
、
伝
統
的
な
生
活

世
界
を
擁
護
し
、
保
守
的
な
性
格
が
強
い
。
だ
が
、
極
端
な
資
本
主

義
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
も
た
ら
し
て
い
る
今
日
の
社
会
を
眼
の
前
に

す
る
と
き
、
近
代
産
業
化
社
会
に
つ
い
て
反
省
す
る
た
め
の
論
点
を

提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
文
地
理
論
争	

介
石
は
、
維
新
後
も
、
仏
教
天
文
地
理
説
を
主
張
し
続
け
、『
視

実
等
象
儀
記
初
篇　

一
名
天
地
共
和
儀
記
』明
治
十
年［
一
八
七
七
］、

『
視
実
等
象
儀
詳
説
』
明
治
十
三
年
［
一
八
八
〇
］
を
著
し
、
天
文

器
、
視
実
等
象
儀
を
再
び
製
造
す
る
。『
略
伝
』
は
、「
明
治
九
丙
子

歳
［
一
八
七
六
］
…
筑
後
の
田
中
久
重
を
し
て
そ
の
機
関
を
製
造
せ

し
め
、
肥
後
の
松
本
喜
三
郎
を
し
て
鐡
圍
山
等
を
彫
刻
せ
し
む
。
…

此
器
明
治
十
丁
丑
歳
［
一
八
七
七
］
に
成
る
。
同
夏
こ
れ
を
内
国
勧

業
博
覧
会
場
に
出
品
す
。」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
の
視
実
等
象

儀
は
、
介
石
の
住
寺
正
泉
寺
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
熊
本
市
立
熊

本
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
浅
草
寺
所
蔵
の
も
の
が
国
立
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科
学
博
物
館
に
寄
託
・
展
示

さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
、
上

野
の
国
立
科
学
博
物
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
浅
草
寺
所
蔵

の
史
実
等
象
儀
で
あ
る
。
中

央
の
軸
と
そ
の
右
下
の
小
さ

な
軸
が
二
つ
の
輪
（
須
弥
実
象
天
と
北
極
実
象
天
）
を
支
え
て
い
る

所
が
、
先
に
示
し
た
史
実
等
象
儀
の
挿
絵
と
異
な
る
。

介
石
は
、
精
力
的
に
天
文
地
理
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。『
槌

地
球
説
略
』
を
「
亜
墨
利
加
教
師
フ
ル
ペ
ツ
キ
氏
に
」
進
呈
し
、
明

治
七
年
［
一
八
七
四
］
に
は
、
金
星
観
測
の
た
め
に
来
日
し
た
「
米

仏
の
星
学
博
士
」
に
対
し
て
、「
地
動
を
難
す
る
に
凡
そ
六
箇
条
」

を
質
し
て
い
る
。
同
年
十
二
月
、
そ
の
六
箇
条
を
「
建
白
［
地
動
説

疑
問
の
議
・
附
『
星
学
疑
問
』］」
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、「
明

治
九
丙
子
歳
、
地
動
説
に
五
箇
の
難
問
を
附
し
て
、
米
利
堅
教
師
ウ

リ
ヤ
モ
ス
氏
に
寄
」
せ
、
そ
れ
を
、「
須
弥
地
球
孰
妄
論
―
―
米
利

堅
教
師
ニ
復
ス
ル
天
象
地
理
ノ
疑
問
」（『
世
益
新
聞
』
第
七
号
、
明

治
九
年
［
一
八
七
六
］）
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。

視
実
等
象
儀
を
内
国
勧
業
博
覧
会
場
に
出
品
し
て
以
降
、
邦
人
と

の
論
争
、
往
復
を
多
く
行
っ
て
お
り
、
介
石
は
そ
れ
ら
を
『
天
地
論

往
復
集
』
に
ま
と
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
出
版
さ
れ
た
『
天

地
論
往
復
集
』（
明
治
十
四
年
［
一
八
八
一
］）
の
目
次
に
は
、
合
計

七
名
の
人
々
と
の
「
往
復
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文

を
開
く
と
、
明
治
十
一
年
九
月
か
ら
翌
年
二
月
の
『
明
教
新
誌
』
に
お

け
る
因
幡
善
瑞
（
地
動
説
反
対
だ
が
西
洋
天
文
学
に
も
理
解
を
示
す
、

上
総
国
蓮
照
寺
住
職
）
と
の
論
争
、
さ
ら
に
遠
州
掛
塚
ノ
学
校
教
師
、

志
賀
保
固
の
質
問
へ
の
回
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本
文
に
「
往
復
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
目
次
の
う
ち
、
そ
の
第

九
、「
安
恵
初
往
復　

安
恵
ハ
肥

後
国
小
国
善
正
寺
住
職
也
」
と

い
う
条
が
目
を
引
く
。「
安
恵
」

と
は
「
禿 

安
慧
」（
一
八
一
九
―

一
九
〇
一
）
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
主
著
『
護
法
新
論
』（
慶

応
三
年
、
明
治
二
年
）
と
、
さ

ら
に
『
天
文
三
字
経
』（
明
治
六

年
［
一
八
七
三
］）、『
天
文
倢

徑
古フ
ル

之ノ

中ナ
カ
ミ
チ道
』（
明
治
十
三
年

［
一
八
八
〇
］）
の
写
し
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
を

見
る
と
、
安
慧
は
「
花
谷
安
慧
」
と
も
称
し
、「
花
谷
道
人
」「
勝
圀

道
人
」と
も
号
し
て
い
る
。早
速
、阿
蘇
郡
小
国
町
に
善
正
寺
を
訪
ね
、

住
職
禿 

浩
道
氏
か
ら
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
安
慧
」

は「
あ
ん
ね
」と
読
み
、確
か
に
幕
末
明
治
初
年
こ
こ
善
正
寺
に
住
し
、

仏
教
天
文
学
を
研
究
し
、
九
州
一
円
か
ら
青
年
僧
を
集
め
学
舎
を
開
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い
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
明
治
初
年
に
お
け
る
善
正
寺
の
様
子

な
ど
を
、
禿　

迷
盧
著
『
小
国
郷
史
』『
続
小
国
郷
史
』
を
示
し
な

が
ら
、
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
前
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
大
正
十
一
年

造
営
の
善
正
寺
鐘
楼
門
と
石
橋
で
あ
る
。

介
石
と
安
慧
と
の
「
往
復
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

安
慧
は
『
天
文
倢
徑
古フ
ル

之ノ

中ナ
カ
ミ
チ道
』
の
中
で
、「
頃
日
一
友
人
『
台
麓
考
』

ト
云
一
冊
子
ヲ
贈
ラ
ル
。
電
矚
ス
ル
ニ
ソ
レ
ニ
ハ
ヤ
ハ
リ
同
四
時
ヲ

主
張
シ
テ
異
四
時
ヲ
斥
弁
シ
テ
ア
リ
。
今
ノ
世
ニ
ハ
異
四
時
ヲ
主
張

ス
ル
モ
ノ
ハ
絶
エ
テ
有
ル
マ
シ
キ
ニ
同
四
時
者
ハ
ヤ
ハ
リ
カ
ヤ
ウ
ナ

事
ヲ
訇
ル
者
モ
ア
リ
ト
見
ユ
」
と
冷
や
や
か
に
述
べ
て
い
る
。「
一

友
人
」
と
は
介
石
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
台
麓
考
』
と
は
介
石
が
明

治
十
四
年［
一
八
八
一
］に
出
版
し
た『
日
月
行
品
台
麓
考
』で
あ
る
。

介
石
は
こ
れ
を
安
慧
に
贈
っ
た
が
、
仏
教
天
文
学
に
お
け
る
「
同
四

時
」
の
説
と
「
異
四
時
」
の
説
と
の
対
立
を
こ
と
さ
ら
に
言
い
立
て
、

「
同
四
時
」
を
主
張
す
る
介
石
を
、
安
慧
は
、「
今
ノ
世
ニ
ハ
」
後
れ

た
者
と
批
判
し
て
い
る
。

仏
教
天
文
学
は
、
世
界
の
中
心
に
須
弥
山
を
置
き
、
そ
の
回
り
に

七
金
山
を
廻
ら
せ
、
そ
の
外
の
大
海
に
東
西
南
北
の
四
大
洲
（
東
弗

婆
提
、
南
閻
浮
提
、
西
瞿
耶
尼
、
北
鬱
単
越
）
を
配
し
、
わ
れ
わ
れ

は
南
閻
浮
提
辺
り
に
住
ん
で
い
る
と
言
う
（
前
掲
、
霊
雲
院
写
真
参

照
）。
そ
し
て
、
日
は
、
地
に
沈
む
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
四
大
洲
の

上
の
天
を
須
弥
山
を
中
心
と
し
て
一
日
一
回
転
す
る
。
さ
ら
に
、
日

の
軌
道
は
季
節
に
よ
り
変
化
し
、
夏
に
は
内
側
の
軌
道
を
冬
に
は
外

側
の
軌
道
を
廻
る
と
言
う
。
こ
の
世
界
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
昼
夜

の
変
化
、
春
夏
秋
冬
の
季
節
の
変
化
の
説
明
が
、
か
な
り
困
難
で
あ

る
。「
同
四
時
」
説
は
、
そ
の
春
夏
秋
冬
が
四
大
洲
に
同
時
に
廻
っ

て
く
る
と
主
張
し
、「
異
四
時
」
説
は
北
洲
が
冬
な
ら
ば
南
洲
は
夏
、

東
洲
が
秋
な
ら
ば
西
洲
は
春
と
い
う
よ
う
に
、
四
洲
の
四
季
は
異
な

る
と
主
張
し
た
。
介
石
は
な
お
両
説
の
対
立
を
真
剣
に
議
論
し
て
い

る
が
、
安
慧
は
、
介
石
の
よ
う
に
両
説
の
対
立
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
、

却
っ
て
仏
教
天
文
学
そ
の
も
の
を
危
う
く
す
る
と
思
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。晩

年

『
略
伝
』
に
よ
れ
ば
、
介
石
は
「
明
治
十
二
己
卯
歳
故
あ
り
て
宗

を
天
台
に
転
じ
、
法
を
浅
草
寺
韶
舜
上
人
に
嗣
く
」
と
い
う
。
そ
し

て
居
を
浅
草
に
定
め
、
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
臨
済
、
時
宗
な
ど
仏

教
各
派
の
求
め
に
応
じ
、
全
国
各
地
で
仏
教
天
文
学
や
、
舶
来
品
排

斥
と
国
産
品
愛
用
の
演
説
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
天
文
学
に
較
べ
、

そ
の
富
国
論
の
演
説
は
、説
得
力
を
持
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
十
三
年
、

長
野
県
下
の
演
説
で
は
、「
悉
皆
師
の
説
に
帰
嚮
し
て
、
国
産
を
興

し
洋
品
を
廃
す
る
の
社
を
開
く
。名
つ
け
て
憂
国
社
と
云
ふ
。」ま
た
、

大
阪
府
下
に
は
保
国
社
、
明
治
十
四
年
東
京
府
下
に
観
光
社
、
京
都

府
下
に
於
て
六
益
社
な
ど
と
、「
我
国
産
を
興
し
、
外
品
を
排
」
す



ー 10ーー 11ー

結
社
が
結
ば
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
明
治
十
五
年
秋
か
ら
の
長
野
新
潟
両
縣
下
の
演
説
の
旅

に
際
し
て
病
に
倒
れ
、
高
田
の
旅
亭
に
お
い
て
、「
十
二
月
九
日
一

点
の
苦
痛
な
く
眠
る
が
如
く
に
し
て
圓
寂
せ
ら
る
。
世
寿
六
十
有

一
。」
と
『
略
伝
』
は
記
し
て
い
る
。

佐
田
介
石
は
、
そ
の
仏
教
的
信
念
と
広
い
知
的
関
心
と
を
合
わ
せ

持
ち
、
ま
た
同
時
代
の
民
衆
の
苦
難
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
言
論
を
通

し
て
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
日
本
社
会
の
変
化
を
真
剣
に
生
き
た
人

で
あ
っ
た
。
介
石
は
、
伝
統
的
な
生
活
世
界
を
擁
護
す
る
論
を
主
張

し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
は
、
近
代
社
会
に
つ
い
て
反
省
す

る
た
め
の
幾
つ
か
の
論
点
を
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
問
い
か
け
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

謝
辞　

小
論
執
筆
に
際
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
援
助
・
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

京
都
東
福
寺
霊
雲
院
様
に
は
、
九
山
八
海
の
仏
教
天
地
の
姿
を
象
っ
た
枯
山
水
庭
園

の
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
を
、
東
京
金
龍
山
浅
草
寺
様
に
は
、
ご
所
蔵
の
佐
田
介
石

作
「
視
実
等
象
儀
」
の
写
真
の
使
用
を
、
そ
し
て
小
国
町
善
正
寺
住
職
禿
浩
道
師
に

は
、
お
寺
の
鐘
楼
門
と
石
橋
の
写
真
の
掲
載
を
、
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、

京
都
大
学
の
谷
川
穣
氏
の
佐
田
介
石
研
究
か
ら
、
今
回
も
多
く
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
熊
本
近
代
史
研
究
会
の
水
野
公
寿
氏
か
ら
は
、『
改
定
肥
後
藩
国
事
史
料
』
の

記
載
様
式
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
熊
本
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
上
河
一
之
氏
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
猪
飼

隆
明
氏
か
ら
は
、
介
石
と
出
会
っ
た
当
初
か
ら
介
石
研
究
に
対
す
る
励
ま
し
を
い
た

だ
い
て
き
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


